
ナイフ形
が た

石器
せ っ き

旧石器時代の終末に登場する石器です。「ナイフ」とつきますが、
実は槍先だったと考えられています。
町内では、山遺跡、タタラ山遺跡、入耕地遺跡などから数点の出土

例があります。入耕地遺跡の出土例は約２万年前のもので、これまで
のところ、町内最古の人工遺物です。材料となった石は、凝灰岩系の
もや頁岩

け つ が ん

系のものです。この他黒曜石、チャートなどガラス質の石材
が多く用いられています。
石器は、母岩を打ち欠き薄く細長い剥片を規則的に採り、これを動

物の骨や角などで精巧に加工して作られます。こうした技法を復元す
ることで、大陸との関連や集団の移動を知ることができるのです。
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本
校
は
、
平
成
７
年
度
に
開
校
し
、

９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
度
の
め

ざ
す
学
校
像
と
し
て
、

・
児
童
が
能
力
や
よ
さ
を
発
揮
し
、
居

が
い
の
あ
る
学
校

・
み
ん
な
仲
良
く
、
生
命
と
人
権
が
守

ら
れ
て
い
る
学
校

・
静
か
で
美
し
く
、
歌
声
が
響
き
あ
い
、

秩
序
あ
る
学
校

を
掲
げ
、
28
名
の
教
職
員
が
、
全
て
の

児
童
に
と
っ
て
心
豊
か
に
自
己
の
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
し
、
自
ら
学
び
、
考

え
、
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
教
科
学
習
や
体
験
活
動
、
縦
割
り

班
活
動
、
地
域
と
の
交
流
活
動
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
か
ら
は
文
部
科
学
省
よ

り
３
年
間
「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
」
の
研
究
指
定
を
受
け
、
算

数
科
を
通
し
て
、
児
童
が
「
確
か
な
学

力
」
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
研
究
・

実
践
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
開
校
当
初
か
ら
参
加
し
て
い

る
「
Ｔ
Ｂ
Ｓ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

本
校
の
音
楽
教
育
に
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
教
育
活
動
で
す
。

６
年
生
全
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
練
習

を
重
ね
、
生
み
出
す
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
は
、
全
校
音
楽
朝
会
や
学
級
で
の
音

楽
授
業
、
諸
活
動
な
ど
で
全
校
児
童
に

豊
か
な
心
を
育
ま
せ
る
と
同
時
に
、
目

標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
認
識
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

６年生　合唱練習

黒曜石の剥片
はくへん

に鹿角
ろっかく

の棒を押し
あてて加工します。

入耕地
い り ご う ち

遺跡から出土したナイフ形石器

左側３点が凝灰岩
ぎょうかいがん

系石材、右側２点が黒曜石
こくようせき

で作られています。


